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後期基本計画／第4章

政策Ⅰ『文化』：未来を拓く人を育む 文化のまち
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作品発表の機会や鑑賞の場を提供することにより、文化や芸術を支える人材が育つとともに

市民の意識が高まって、創造性に満ちた地域社会が形成されています。

また、歴史、伝統、民俗、行事などの文化財を地域で守り、活用しながら次代へ継承されてい

ます。

将来あるべき姿

No.1

❶生涯学習社会の進展により、生きがいのある生活や文化への関心は高いものがありま

すが、市民アンケートでの文化・芸術に対する重要性は決して高いものではないことか

ら、あらゆる世代への機会づくりや多くの市民が必要とする施策の展開が求められてい

ます。

❷市民の文化や芸術に対する価値観が、時代の移り変わりとともに多様化する中で、文

化・芸術は、単に感動ややすらぎをもたらすだけのものでなく、新たな役割を果たしてい

くことが期待されています。

❸市内の文化遺産等は、その価値を把握、再評価するとともに、地域の貴重な財産として

適切に保護・保存し、継承・活用していくことが望まれています。

まちの現状と課題

施　　策  1 地域文化の継承・発展

主要施策 （1）市民文化の創造の促進

政策Ⅰ『文化』未来を拓く人を育む 文化のまち

※メセナ
文化･芸術の擁護・支援
を意味するフランス語
で、即効的な販売促進・
広告宣伝効果を求める
のではなく、社会貢献の
一環として企業が行う
芸術文化支援活動。

❶【文化創造の場や機会の提供】

広く市民に、文化・芸術のすばらしさや地域でこれらを支える人材を育成することの大切さ

を理解してもらうため、多様な文化・芸術に触れる機会や発表の場を提供するとともに、地

域での文化芸術活動に取り組む個人やグループ、団体を支援していきます。

❷【文化交流の推進】

文化・芸術の発表の場を通じて市民をはじめとした交流を促し、互いに刺激し合うことで

創造活動への意欲を高めるなど、文化・芸術を人々の共感を育み活力を向上させる新たな

「ちから」として活用していきます。

❸【文化遺産の保存と活用】

先人の残した貴重な歴史文化遺産の価値や意義を明らかにし、次代に適切に継承していき

ます。さらに、郷土への愛着や誇りを醸成するために、市民に広く公開するなど、有効に活

用していきます。

市の取組

◆市民は、住民参加型文化振興事業に積極的に参加するとともに、交流します。

◆市民は、地域の歴史や郷土の文化財に愛着と誇りを持ち、次代に伝えていきます。

◆市民は、文化・芸術活動への関心を高め、文化都市づくりに貢献します。

◆加東文化振興財団は、各種の文化・芸術イベントやセミナーを開催し、地域の学術文化の振興

に取り組みます。

◆事業者は、市民の文化・芸術活動を支援するメセナ※活動などを推進します。

市民・事業者等の取組

関連する主要施策との連携の方針

◎教育振興基本計画
◎社会教育振興基本計画

部門別計画

※「指標の考え方」の「・・・を重要だと感じる市民の割合」は、特に指定している場合を除いて「重要」「やや重要」「気にはなる」の合計値。
（以降同じ）

指標とその目標

51.8％ 60.0％

411点 420点

100件79件

1,800人1,524人

10回8回

市民アンケートによる芸術・文化に関する施策を重要
だと感じる市民の割合※

市民と近隣市民の文化度

市の文化財の保全数（県指定文化財を含む）

地域文化資料の市民への公開

文化遺産の市民への啓蒙・啓発活動

指 標 名 指標の考え方 実績値（H18） 現状値（H23） 目標値（H29）

65.0％

268点

76件

2,856人

4回

芸術・文化施策の重要性

文化遺産の啓蒙・啓発活動

資料館等への来場者数

公募美術展の応募作品数

文 化 財 指 定 数
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